
○日 時 平成22年10月24日（日）

第１部 13時30分～15時30分（13時開場）

第２部 15時30分～16時00分

○場 所 川崎市総合自治会館 ホール
住 所：川崎市中原区小杉町3－1

最寄駅：武蔵小杉駅

JR南武線、東急東横線・目黒線 徒歩７分

JR横須賀線 徒歩12分

○主 催 水源環境保全・再生かながわ県民会議

○定 員 先着２００名（当日受付）

○内 容

※ 会場では手話同時通訳を行います

【問い合わせ先】

入場無料

神奈川県では、県民の皆様にご負担いただいた個人県民税の超過課税を財源として、水源

環境の保全・再生に取り組んでいます。

この取組に県民の皆様の意見を反映させていくため、地域別にフォーラムを開催し、事例

発表や意見交換を行っています。

川崎・横浜地域フォーラムでは、これまでの事業実績をご報告するとともに、「私たちの

水はどこから来ているのか」をテーマにパネルディスカッションを行います。

また、「第２期かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画」の骨子案について説明を行

い、今後の施策のあり方について、参加者の皆様と一緒に考えていきたいと思います。

水源環境保全・再生

会場案内図

第1部

１ 開会あいさつ

２ 水源環境保全・再生事業の実績報告（神奈川県 環境農政局 水・緑部 水源環境保全課）

３ パネルディスカッション

コーディネーター：田中 充（法政大学社会学部・同大学院政策科学研究科教授 県民会議委員）

パ ネ リ ス ト：島田 勝一（ｺｶ･ｺｰﾗ ｾﾝﾄﾗﾙ ｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社 常務執行役員 広報・CSR推進部長）

〃 ：島岡 功（かながわ森林インストラクターの会 理事長）

〃 ：原田 智也（日本ミクニヤ株式会社東京支店環境防災部 課長）

第2部
１ 「第２期かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画」の骨子案について
事務局（神奈川県 環境農政局 水・緑部 水源環境保全課）
住所 〒231-8588 横浜市中区日本大通１
電話 045(210)435２ ＦＡＸ 045(210)8849
イメージキャラクター
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2003）、『戦略的環境アセスメントのすべて』（ぎょうせい、

再生かながわ県民会議・施策調査専門委員会（委員長）、神奈

検討委員会（委員長）のほか、中央環境審議会総合政策部会、

）、練馬区環境審議会（副会長）、相模原市温暖化対策地域協

地方自治体の審議会・委員会で活動中。
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林インストラクターとして、水源の森林保全・再生事業の森林
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ストラクターの会初代理事長を務め、自主的で積極的な活動を

では、2001年より川崎市特別緑地保全地区の小沢城址里山の会

活動、環境学習支援活動など実践活動に取り組んでいる。

暖化防止活動推進員、川崎市環境審議会委員。
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（敬称略）


